




●はしっこまで、行けるところまで行く！！ 

こんにちは、じゅえりー通信編集長 井原一成です。 

今年の夏休みは、8/21～26と、6日間お休みさせていただきました。ありがとうございます。 

お休みの間、何をしていたかというと、北海道にキャンプに行ってきました。それも、宿をと

らずにテントを持って、新千歳空港で車を借りて（トヨタのヤリスで、一番安くて速くて、燃

費もリッターℓ20キロも走ってすばらしい車でした）、世界遺産知床半島まで行きました。空港

への行き帰りの荷物が多くて大変でした。チェックインに３０分かかりました。 

しかし、遠かった。新千歳からほぼ 500 キロの道のりで、途中釧路の山花公園キャンプ場で

泊まり、納沙布岬を経由し、知床に行きました。 

行く動機は「日本の端っこに行きたい！」のが動機です。私は今までじゅえりーいはらの長

男として育ち、家業の犠牲者として休むことができなかったのです。積年の「遠くへ行きたい！」

という思いが旅に駆り立てるのでしょうか？  

知床では、国設野営場というキャンプ場で泊まりました。2人でキャンプ場を好き放題使って

（広さ本州の 4倍くらい）、1泊 1000円という超破格の、それでいて自然豊かなキャンプ場と

いうか、人より動物のほうが圧倒的に多い、いわば人間界ではない世界です。夜、寝ようとテ

ントに入った途端、キツネがやってきて革手袋を盗んで行く、手がつけられないような自然が

残されている所でした。 

知床半島で、車で行ける最果ての地、相泊にも行きました。そこには行き止まりの看板が出

て、もうそれ以上車で行くことはできません。 

徒歩か、海を舟で行くしかありませんので、行きませんでした。その近くには無料で入れる温

泉もありました。当然、入ってきました。 

お金のかかる観光地にも行かず、おいしいものも食べず、食べ物は大

きなクーラーボックスを持って行き、

3 日分の食べ物を都市部のスーパー

で買い、食いつなぎました。 

そんなアホな旅をしてきました。 






